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市政一般質問

光山　千絵 議員

三城保育所の移設計画は
再考すべき

　本年６月、市から、三城保育所は耐震に問題があるた
め、プレハブで新築移設し、定員を減らすとの説明が
あったが、その後、多くの保護者から不安の声が上がっ
ている。本保育所は保育のニーズが高いことから、移設
以外の方法も検討し、その結果を示した上で、丁寧な説
明を行い、保護者や議会の意見を十分に聞きながら進
めるべきではないか。

12～15歳へのワクチン
接種について

　子どもの感染者が増加する中、県医師会は12～15
歳の子どもと保護者向けにワクチンについて分かりや
すく解説したパンフレットを作成し、県内21市町に郵
送した。本市は接種券とともに市民へパンフレットを
送ったのか。また、かかりつけ医による個別接種が推
奨されているが、集団接種もあり得るのか尋ねる。

晦日　房和 議員

福祉・医療・保健福祉・医療・保健福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健福祉・医療・保健福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

　三城保育所は保育ニーズに鑑み、今後、約10年間の
存続が必要とされる中、耐震診断の結果、倒壊または
崩壊の危険性が高く、早急に移転する必要があると判
断された。そこで、移転先として旧高齢者・障がい者
センターの駐車場を計画しているが、同センターの取
り壊し計画と移転先での保育の安全性をどのように考
えているのか尋ねる。

小林　史政 議員

三城保育所の移転と
安全性の確保について
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答
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　本市においては、高齢者の90％以上の方
が既にワクチン接種を終了していることから、
過度な外出自粛の呼びかけは実施しておらず、

自宅でできる体や頭の体操の動画を作成するなど、高
齢者の健康保持の啓発に努めている。また、感染防止
対策を徹底した上で、健康の保持・増進に関する事業
の実施や、施設利用も可能としている。
それぞれの活動再開を判断する際の参考
となるよう、市として、感染症に関する
情報をタイムリーに発信していきたい。

　今回の方針決定に至った経緯や移転計画に
ついては、これまで、保護者説明会などを通
して、ご説明し、ご理解いただけるよう努め

てきた。その過程で保護者からいただいたご意見を踏
まえ、きょうだい児については、新規受け入れを行う
よう方針を変更し、また、園庭を広く取るため、旧高
齢者・障がい者センターの裏手の駐車場の一部を保護
者の送迎用駐車場として活用できないか検
討を進めている。引き続き、ご理解いただ
けるよう説明を尽くし、しっかりとご意見
を伺いながら計画を進めていきたい。

　旧高齢者・障がい者センターを解体するに
は、建物内に保管している竹松遺跡の出土品
の移転先を確保しなければならないため、早

急に検討を進めたいと考えている。また、安全対策に
ついては、進入防止柵の設置や窓枠などの落下防止対
策を行うとともに、現在、交通量調査を行っており、
今後、必要に応じてカーブミラーや注
意喚起の看板の設置、周辺道路の整備
など、歩行者や自転車、車が安全に通
行できるよう対策を講じる。

　本市においては、先行して接種券の発送
を行ったため、パンフレットの同封は間に

合わなかった。また、中学生および12歳の小学生
に対する接種については、市医師会と協議を行い、
原則として保護者同伴によるかかりつけ医等にお
ける個別接種で実施することとしているが、さま
ざまな事情でかかりつけ医等での接種
が難しい場合を想定し、現在、子ども
限定の集団接種会場の設置についても
検討を行っている。

　コロナ対策の過度な外出自粛が認知機能低下等の健
康二次被害をもたらすと問題視されている。県内では
インフルエンザより年間死亡者数は少なく、不安をあ
おりすぎている。ワクチンパスポート導入により差別
助長も懸念されるが、大切なことは免疫力向上であり、
健康二次被害予防の啓発と活動再開支援をもっとすべ
きではないか。

光山　千絵 議員

コロナ禍を乗り超える力は
自己免疫力！

保護者に寄り添い対応
してほしい

　貧困家庭の子どものため、本市では３カ所で「子ど
も食堂」が開設されていたが、コロナ禍になり、主に
２カ所が活動している。１カ所は諫早市の民間企業の
善意であるが、もう１カ所は市内の団体である。本市
はその団体にどのような支援・援助を行っているのか。
また、今後、市民が寄付したい場合などの市の相談窓
口についても尋ねる。

　三城保育所の移転問題は、スピードを重視しすぎる
あまり、市民の声が置き去りになっていないだろうか。
三城保育所を守る会からの「オール大村で考えましょ
う」「もう少し時間をかけて考えたい」という呼び掛
けに市が寄り添い、対応すべきだと考えるが、現状を
市はどのように認識しているのか。今後の対応を問う。

晦日　房和 議員

本市の「子ども食堂」の
支援について

山北　正久 議員

障がい者の「親なき後」の
対策は急務である

　市立保育所は児童福祉の体現であり、運営は自治体
の責務である。私立保育園は特色ある保育を提供する
が、公立保育所は基本的な保育を行う場所であり、同時
に病児保育や困難を抱えている家庭の支援なども率先
して行う場所である。市の保育を下支えする市立保育所
は存続させるべきだと考えるが、市の見解を問う。

　「引きこもり8050問題」と同様に問題になってい
るのが、障がい者の「親なき後」の問題である。親を
含む特定の人による献身的な支えが、加齢や病気によ
り突然に中断し、結果として障がい者の支えができな
くなることから、障がい者本人の自立への取り組みと
支援する地域社会の構築が急がれる。その対策につい
て尋ねる。

永山　真美 議員

市立保育所の運営継続は
市の責任

　昨年度、おおむら子ども食堂さんと意見交換
を実施し、コロナ禍で食事の調理場所等にお困

りであったため、こどもセンターの施設の貸し出しを行っ
た。また、コロナ禍により食事の提供から食料品の配布に
切り替えられた際には、こども未来部が運用するフェイス
ブックにおいて、その周知を行った。そのほか、市民の方
からの寄付の申し出など、必要に応じて情報などをつな
いでいる。市民の方からの寄付の申し出は
大変ありがたいことであるため、今後とも
各団体への橋渡しを担っていきたい。

　三城保育所を守る会の方々の思いは十分
に理解しており、目的は我々と同じだと思っ

ている。また、これまで会の方々にもそのようにお伝
えしてきている。その声を真摯に受け止め、きょうだ
い児の受け入れを行うよう方針を変え、交通安全に
関する不安解消に向けた関係機関との協議や園庭の
広さを確保するための協議など、既に
対応を進めている。引き続き、保護者
の方のご意見をお聞きしながら、丁寧
にしっかりと対応していきたい。

　第２期おおむら子ども・子育て支援プランに
おいて、三城保育所については、高い保育ニー
ズの状況が続いているため、市全体で安定的

な入所環境が整うまでの間は運営を継続することとして
おり、今回の移転はこの方針に基づき、公立保育所として
残すための移転計画である。しかしながら、将来的には、
市全体の保育ニーズや人口動態調査結果等を総合的に
勘案し、市立園として担うべき機能を放
虎原こども園へ集約・強化させ、この１園
を市立園とする方針であり、公立園として
の役割を果たしていく。

　本市では、障害者の障害程度の重度化や
本人の高齢化、在宅の場合の親なき後を見

据え、相談や緊急時の受け入れなど、障害者の生活を
地域全体で支える仕組みづくりのため、令和２年４月
から地域生活支援拠点の設置を進めている。令和３
年８月末現在、市内の障害福祉サービ
ス事業所21カ所に登録していただいて
おり、今後も地域生活支援拠点のさら
なる充実に取り組んでいく。

永山　真美 議員
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　西九州新幹線工事に伴う竹松遺跡の発掘調査が県に
より実施された。弥生時代の貴重な土器類などが数多
く出土し、大村市へ移管された。現在、仮保管してい
る建物は、三城保育所の移転地として計画されており、
支障がある。永久に保存しなければならない文化財で
あるため、旧郡地区学校給食共同調理場跡地を保存施
設として活用すべきと提案する。

水上　享 議員
　三城保育所園舎は耐震診断の結果、倒壊の恐れがあ
るとのことで、旧高齢者・障がい者センター駐車場へ
の移転が計画されているが、用地が狭すぎて良好な保
育環境ではない。敷地内の建物はいずれ解体されるも
のであり、移転と同時に実施すべきである。また、公
立保育所として他の模範となるような施設を建設し、
保育の質を高める施策の実施を求める。

水上　享 議員

市立三城保育所の
移転計画について

　三城保育所は、老朽化により旧高齢者・障がい者セン
ターの駐車場に新築移転する計画である。センター自体
は遺跡物を大量に保管中のため、すぐに取り壊せない。
敷地面積が大幅に減少するため、現在の広さの園庭が
確保できないとして、保護者から不満の声が上がってい
る。課題解消のため、保護者と十分協議するべきである。

高濵　広司 議員
　コロナ禍の中、３密を避けながら健康を維持してい
くための運動として登山を楽しむ方も多い。本市にお
いては、郡岳や多良岳が人気スポットでたくさんの
方々が訪れているが、郡岳南登山口と多良岳八丁谷に
設置しているトイレの老朽化は激しく、利用しにくい
との声をよく聞く。改修・改善について、市の見解を
求める。

堀内　学 議員

三城保育所の移転は
保護者と十分な協議を

登山道のトイレ整備
について

黒木小学校通学路へ
横断歩道の設置を

　今般の緊急事態宣言期間中で、経営に打撃を受けた
事業者も多くおられる。出口の見えないコロナ禍にあり、
今後も経済支援対策が求められている。県と連携を図
り、または大村市独自で、幅広い業種への経済支援対策
の実施を強く要望する。

　市営黒木住宅に住む児童は家の前の横断歩道がない
県道を横断して通学している。過去にも、地域からは
横断歩道設置の要望がなされているが、設置に至って
いない。市として、このような状況をどのように認識
しているか。また、この通学路の安全をどのように
守っていく考えか。

野島　進吾 議員

これから先を見据えた
経済対策事業への対応

中崎　秀紀 議員

ＧＩＧＡスクール構想の
端末の活用を

　本市は「小・中学生サポートルーム『conne』」な
ど他市に先駆けた支援を行っているが、さまざまな背
景で学校に通えない子どもは増加している。多様な
ニーズへの対応には官民一体となった取り組みが必要
である。利用すれば出席扱いとなる市認定のフリース
クールを利用する児童・生徒に対し、滋賀県草津市の
取り組みなどを参考に学費の補助を要望する。

　児童生徒向けに１人１台のタブレット端末を割当て、
高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するＧ
ＩＧＡスクール構想が令和３年４月から本格運用と
なった。この端末導入は子どもたちの学びの保障のた
めの大きな力となる。リモート授業や持ち帰り学習、
conne、あおば教室、フリースクールなどの学校以外
の場所での早急な活用を要望する。

中崎　秀紀 議員

子どもたちの学びの
支援を求める

産業・経済・労働

産業・経済・労働 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健

福祉・医療・保健

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ

答
答答 答

答答答 答

　三城保育所の移転地として、旧高齢者・障
がい者センターの建物を解体してその場所

を活用するとなると、令和２年に県教育委員会から
譲り受け、建物内に保管している出土品を移転しな
ければならない。出土品を移転させるには、場所の
確保や保管する建物の建設が必要となり、その作業
には時間を要することから、まずは速
やかに三城保育所の移転に着手し、そ
の後、出土品の移転作業を進めること
ができないか、検討を行っている。

　今回、これまで５回の保護者説明会を開
催し、そのうち３回は市長も直接出向き、お

話をさせていただいた。その中で、移転計画に不安の
声もお聞きしている。園庭の広さに関する不安の解消
については、少しでも園庭を広く取るため、旧高齢者・
障がい者センター裏手の駐車場の一部を活用するこ
とも含め検討を進めていきたい。今後
も引き続き、保護者の方のご要望を取
り入れるなど、細かな対応に努めたい。

　子どもたちは、日々の遊びや生活を通して
学び、成長している。保育士は、子どもの興
味や関心を把握し、子どもの体調や天気、気

温などさまざまな状況を見極め、保育室や園庭、公園
へのお散歩など、その時々のふさわしい場所で臨機応
変に保育を組み立てている。移転後も、敷地内には園
庭や遊具、植栽などを整備し、保育環
境を整え、そこにある環境の中で経験
と工夫によりこれまでと変わらない保
育を行うことができると考えている。

　当該トイレについては、設置から長い年
月が経過していることから、利用しづらい

状況であるとの声も踏まえ、今後、定期的な確認
を行うとともに、大村山岳会などの意見を踏まえ
ながら必要な対策を講じていきたい。

　現在、県において各市町との連携により、
今回のまん延防止等重点措置区域との取引

がある業種、または県独自の緊急事態宣言による外
出自粛などにより、経営に影響を受けた関連事業者
への支援策が検討されている。市独自の経済対策に
ついては、現在、休止している「大村に来てみんね！
キャンペーン」第２弾の再開を感染状況を踏まえなが
ら行っていきたい。そのほか、引き続
き、国や県の経済対策などの動向を注
視しながら対応していきたい。

　市内には、公立学校と私立学校に通う児
童生徒がいるが、義務教育期間であっても、

私立や民間施設の利用者への学費等の補助は行って
いない。学びの場の違いによる学費の補助制度につ
いては、今のところ考えていない。

　市としても、横断歩道の必要性を感じて
おり、令和元年10月１日、大村警察署へ

横断歩道の設置要望を行った。その後、児童が登
校する時間帯等に警察による現地調査が行われ、
設置について検討されたが、「交通量が少なく、
直線で見通しも良いことから、総合的に判断し設
置は難しい」との回答であった。児
童が交通マナーを身に着ける観点か
らも、横断歩道を渡れるよう、再度、
強く設置の要望を行いたい。

　本市においては、導入初年度である今年
度前半を端末使用に慣れる期間と設定して

おり、現在は学校の教育活動で使用しながら使い方
に慣れているところである。11月からは、利用の場面
を家庭学習にまで広げる計画であり、９月から持ち
帰り学習の練習を行うこととしている。
議員ご指摘のとおり、学校以外の場に
おいてもタブレット端末を活用した学
習環境の整備を進めていきたい。

竹松遺跡出土品の保存
について

竹森　学 議員
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　西九州新幹線工事に伴う竹松遺跡の発掘調査が県に
より実施された。弥生時代の貴重な土器類などが数多
く出土し、大村市へ移管された。現在、仮保管してい
る建物は、三城保育所の移転地として計画されており、
支障がある。永久に保存しなければならない文化財で
あるため、旧郡地区学校給食共同調理場跡地を保存施
設として活用すべきと提案する。

水上　享 議員
　三城保育所園舎は耐震診断の結果、倒壊の恐れがあ
るとのことで、旧高齢者・障がい者センター駐車場へ
の移転が計画されているが、用地が狭すぎて良好な保
育環境ではない。敷地内の建物はいずれ解体されるも
のであり、移転と同時に実施すべきである。また、公
立保育所として他の模範となるような施設を建設し、
保育の質を高める施策の実施を求める。

水上　享 議員

市立三城保育所の
移転計画について

　三城保育所は、老朽化により旧高齢者・障がい者セン
ターの駐車場に新築移転する計画である。センター自体
は遺跡物を大量に保管中のため、すぐに取り壊せない。
敷地面積が大幅に減少するため、現在の広さの園庭が
確保できないとして、保護者から不満の声が上がってい
る。課題解消のため、保護者と十分協議するべきである。

高濵　広司 議員
　コロナ禍の中、３密を避けながら健康を維持してい
くための運動として登山を楽しむ方も多い。本市にお
いては、郡岳や多良岳が人気スポットでたくさんの
方々が訪れているが、郡岳南登山口と多良岳八丁谷に
設置しているトイレの老朽化は激しく、利用しにくい
との声をよく聞く。改修・改善について、市の見解を
求める。

堀内　学 議員

三城保育所の移転は
保護者と十分な協議を

登山道のトイレ整備
について

黒木小学校通学路へ
横断歩道の設置を

　今般の緊急事態宣言期間中で、経営に打撃を受けた
事業者も多くおられる。出口の見えないコロナ禍にあり、
今後も経済支援対策が求められている。県と連携を図
り、または大村市独自で、幅広い業種への経済支援対策
の実施を強く要望する。

　市営黒木住宅に住む児童は家の前の横断歩道がない
県道を横断して通学している。過去にも、地域からは
横断歩道設置の要望がなされているが、設置に至って
いない。市として、このような状況をどのように認識
しているか。また、この通学路の安全をどのように
守っていく考えか。

野島　進吾 議員

これから先を見据えた
経済対策事業への対応

中崎　秀紀 議員

ＧＩＧＡスクール構想の
端末の活用を

　本市は「小・中学生サポートルーム『conne』」な
ど他市に先駆けた支援を行っているが、さまざまな背
景で学校に通えない子どもは増加している。多様な
ニーズへの対応には官民一体となった取り組みが必要
である。利用すれば出席扱いとなる市認定のフリース
クールを利用する児童・生徒に対し、滋賀県草津市の
取り組みなどを参考に学費の補助を要望する。

　児童生徒向けに１人１台のタブレット端末を割当て、
高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備するＧ
ＩＧＡスクール構想が令和３年４月から本格運用と
なった。この端末導入は子どもたちの学びの保障のた
めの大きな力となる。リモート授業や持ち帰り学習、
conne、あおば教室、フリースクールなどの学校以外
の場所での早急な活用を要望する。

中崎　秀紀 議員

子どもたちの学びの
支援を求める

産業・経済・労働

産業・経済・労働 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健

福祉・医療・保健

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ

答
答答 答

答答答 答

　三城保育所の移転地として、旧高齢者・障
がい者センターの建物を解体してその場所

を活用するとなると、令和２年に県教育委員会から
譲り受け、建物内に保管している出土品を移転しな
ければならない。出土品を移転させるには、場所の
確保や保管する建物の建設が必要となり、その作業
には時間を要することから、まずは速
やかに三城保育所の移転に着手し、そ
の後、出土品の移転作業を進めること
ができないか、検討を行っている。

　今回、これまで５回の保護者説明会を開
催し、そのうち３回は市長も直接出向き、お

話をさせていただいた。その中で、移転計画に不安の
声もお聞きしている。園庭の広さに関する不安の解消
については、少しでも園庭を広く取るため、旧高齢者・
障がい者センター裏手の駐車場の一部を活用するこ
とも含め検討を進めていきたい。今後
も引き続き、保護者の方のご要望を取
り入れるなど、細かな対応に努めたい。

　子どもたちは、日々の遊びや生活を通して
学び、成長している。保育士は、子どもの興
味や関心を把握し、子どもの体調や天気、気

温などさまざまな状況を見極め、保育室や園庭、公園
へのお散歩など、その時々のふさわしい場所で臨機応
変に保育を組み立てている。移転後も、敷地内には園
庭や遊具、植栽などを整備し、保育環
境を整え、そこにある環境の中で経験
と工夫によりこれまでと変わらない保
育を行うことができると考えている。

　当該トイレについては、設置から長い年
月が経過していることから、利用しづらい

状況であるとの声も踏まえ、今後、定期的な確認
を行うとともに、大村山岳会などの意見を踏まえ
ながら必要な対策を講じていきたい。

　現在、県において各市町との連携により、
今回のまん延防止等重点措置区域との取引

がある業種、または県独自の緊急事態宣言による外
出自粛などにより、経営に影響を受けた関連事業者
への支援策が検討されている。市独自の経済対策に
ついては、現在、休止している「大村に来てみんね！
キャンペーン」第２弾の再開を感染状況を踏まえなが
ら行っていきたい。そのほか、引き続
き、国や県の経済対策などの動向を注
視しながら対応していきたい。

　市内には、公立学校と私立学校に通う児
童生徒がいるが、義務教育期間であっても、

私立や民間施設の利用者への学費等の補助は行って
いない。学びの場の違いによる学費の補助制度につ
いては、今のところ考えていない。

　市としても、横断歩道の必要性を感じて
おり、令和元年10月１日、大村警察署へ

横断歩道の設置要望を行った。その後、児童が登
校する時間帯等に警察による現地調査が行われ、
設置について検討されたが、「交通量が少なく、
直線で見通しも良いことから、総合的に判断し設
置は難しい」との回答であった。児
童が交通マナーを身に着ける観点か
らも、横断歩道を渡れるよう、再度、
強く設置の要望を行いたい。

　本市においては、導入初年度である今年
度前半を端末使用に慣れる期間と設定して

おり、現在は学校の教育活動で使用しながら使い方
に慣れているところである。11月からは、利用の場面
を家庭学習にまで広げる計画であり、９月から持ち
帰り学習の練習を行うこととしている。
議員ご指摘のとおり、学校以外の場に
おいてもタブレット端末を活用した学
習環境の整備を進めていきたい。

竹松遺跡出土品の保存
について

竹森　学 議員
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市政一般質問

　新型コロナウイルスの感染拡大が始まって約１年半
経過しているが、いまだに過去最高の感染者数を記録
しており、そのような中で小・中学校の２学期が開始
された。家庭内感染や児童生徒間での感染事例も報道
され、市民や保護者から心配の声も上がっている。学
校内での感染拡大防止のため、抗原検査キットを常
備・活用することができないか。

小林　史政 議員
　スクールガード・リーダーおよびスクールガード事業は、
いつ始まった事業で、どのような活動をしているのか。
また、スクールガードはボランティア活動であるが、現在
の本市の登録状況および活動に際して装備する防犯
ベスト、腕章等の供与・貸与状況について尋ねる。
また、事故・災害等に遭遇した場合の補償はあるのか。

古閑森　秀幸 議員

小・中学校における
コロナ対策について

スクールガード・リーダー
およびスクールガードについて

　都内の小学１～６年生を対象にランドセルの重さの調
査を行ったところ、一人当たり平均5.7キロ、最も重いも
ので11キロ超との結果であった。文部科学省からは、
「置き勉」を事実上認める通知が出されており、医師か
らは、体の成長にも悪影響を及ぼす可能性があると指
摘されていることから、家庭では使わない教科書は置い
て帰る「置き勉」の積極的な実施を求める。

朝長　英美 議員
　主な公共施設には自動水栓（自動蛇口）が設置され
ている。しかし、小・中学校の蛇口は約3,500あり、
予算的に設置できないと言う。そのうち収まると思わ
れたコロナは、変異株が出現し感染者が増加する一方
だ。若い人の重症化も報告されている状況から、今後
の感染症防止のため、小・中学校に自動水栓を早急に
設置すべきである。

高濵　広司 議員

重すぎるランドセル問題に
「置き勉」を！

小・中学校の自動水栓を
早急に設置すべき

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

　総合運動公園の整備状況と今後の計画はどのように
なっているのか。また、ボート場内にスケートボード
練習場を設置するとの報道があるが、具体化している
のか。青少年の健全育成等の観点からボート場内では
なく、総合運動公園内への設置を検討し、公園全体の
整備を着実に進めることが大事ではないか。

松尾　祥秀 議員

大村市総合運動公園の
整備計画について
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　文科省の通知は市としても承知しており、
国語や算数などの毎日家庭学習をするよう

な教科書は持ち帰るようにしており、地図帳や副読
本のような普段家庭では使わないようなものは学校
に置いて帰っていいという学校が大半であると認識
している。また、帰宅後の活用を考えた
上で、学校に教科書を置いて帰ること
も可能であると考える。

　平成17・18年の２カ年、学校の安全確保
等を目的とした「地域ぐるみの学校安全体制

整備推進事業」のモデル地域として県教育委員会から
指定されスタートしたが、平成29年度末に事業廃止
の通知がなされ、現在、児童生徒の見守りボランティ
アとして小学校８校、中学校１校において合計54名
の方に活動いただいている。装備品等が必要な場合に
は、各学校の配当予算で対応することとしており、災
害補償については、現在、ボランティ
ア保険を活用している学校もあること
から、他の学校においても活用できな
いか研究していきたい。

 現在進めている学校施設長寿命化計画に
基づき、学校施設の改築・改修などを行う

際には、トイレ等の手洗い場の自動水栓の設置を
進めていきたいと考えている。しかしながら、同
計画において、改築・改修までに相当年数がかか
る学校もあり、可能な範囲で設置を進めたいと考
えているが、現段階では、文部科学省
が示す「学校における新型コロナウイ
ルス感染症に関する衛生管理マニュア
ル」により消毒等の対策を徹底したい。

　本市においては、本年度前半を使用に慣れる
期間と位置付け、現在は学校で操作や活用の

仕方に慣れているところである。楽しく分かりやすいとい
う児童・生徒の声も届いており、今後のさらなる活用を楽
しみにしているようである。また、学級閉鎖や臨時休業と
なった場合でも自宅で活用できるよう、９月から持ち帰り
学習の練習とＷｉ－Ｆｉ環境の確認・準備を進める。教職員
がより効果的な活用方法を習得し、いかに分かりやすく
授業を展開するかが課題であり、各学校
のＧＩＧＡスクールリーダーを中心に試行
錯誤しながらも子どもたちの思考、判断、
表現力を高めるため、実践を重ねている。

　冒険広場の整備に当たり、子育て世代20～
30代の方を中心にアンケート調査を行い、そ

の結果を反映させている。面積は約１ヘクタールで、乳
幼児から小学生までの子どもたちを対象とした、滑り台
やブランコ等の遊具12基、山に見立てた築山やクロー
バーを植栽した広場、子ども用トイレ等を設置する計画
で整備を行っている。また、ソフトボール
場４面については、できるだけ早期に整
備するよう考えており、駐車場やトイレ等
については、仮設のものを整備すること
により対応したい。

　公園の整備状況については、平成28年４月
にソフトボール場２面とグラウンドゴルフ場、令

和２年４月にテニスコート６面を供用開始しており、来年春
には冒険広場の供用開始を目指している。公園内へのス
ケートボード場の整備は考えていないが、公園全体の整
備方針については、今後見直しを行っていく。一方、ボー
ト場内へのスケートボード練習場の設置については、既に
設置しているエクストリーム広場が市民へ定着しており、
今後、ボートレース中央団体が進める
「ボートレースパーク化事業」の助成を活用
し、県内一充実した施設の設置を目指し、
今年度から２年間で再整備を行う。

　新しい時代の教育に不可欠な環境として、多くの期
待とともに始動したＧＩＧＡスクール構想であるが、
ＩＣＴ機器を活用した学習活動の一層の充実が期待さ
れている。実際にはどのように活用されているのか。
現場の先生方はどのような成果・課題を感じられてい
るのか。

野島　進吾 議員

ＧＩＧＡスクール構想の
進捗状況

都市整備

都市整備 都市整備

　シニアカーの購入助成については、一部
補助があっても本人の負担金額が大きいこ

とや、公共交通機関がない周辺地域ではシニアカー
の安全な運転に適さない場合が多いことから、現在
のところ考えていない。また、現在、高齢者を含む地
域住民の交通手段の確保のため、本年４月から新
ルートを含め、７地区（松原、福重、鈴田、三浦、野岳、
萱瀬、南川内）で乗合タクシーを運行
している。まずは、今の事業を確実に
進め、その状況を注視しながら随時改
善を図っていきたい。

　運転免許証を返納された方や単身高齢者、乗合タク
シーの実証運行を行っていない公共交通空白地域、市
地域公共交通再編実施計画の恩恵を受けていない交通
弱者の方々へのタクシー料金の補助や割引制度、シニ
アカー購入に対する助成など、一定のルールを設けた
上で助成する取り組みが実験的にできないものか。

堀内　学 議員

交通行政について

総合運動公園について

　総合運動公園整備事業で工事が進行中の冒険広場は、
子育て世代や市民の声がしっかり反映されているか。
どのようなイメージの広場になるのか。また、令和５
年に全国高等学校ソフトボール選抜大会が当地で予定
されており、ソフトボール場４面と不足する駐車場の
確保など周辺整備の要望があるが、どのように計画し
ているか。

伊川　京子 議員

　国は、教職員や子どもの感染をいち早く見
つけることを狙いとして、抗原検査の簡易キッ

トを９月上旬から全国の幼稚園、小・中学校に配る方針
である。キットによる検査は、原則として教職員が対象
で、場合によって小学４年生以上の児童生徒も含めるこ
ととしており、出勤あるいは登校した後に体調不良とな
り、すぐに病院にかかれなかったり、保健
所の対応が逼迫していたりする場合に、
教育委員会で保管しているキットを学校
に届け、学校で簡易的に検査を行う。

ひっぱく

注２

注３
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市政一般質問

　新型コロナウイルスの感染拡大が始まって約１年半
経過しているが、いまだに過去最高の感染者数を記録
しており、そのような中で小・中学校の２学期が開始
された。家庭内感染や児童生徒間での感染事例も報道
され、市民や保護者から心配の声も上がっている。学
校内での感染拡大防止のため、抗原検査キットを常
備・活用することができないか。

小林　史政 議員
　スクールガード・リーダーおよびスクールガード事業は、
いつ始まった事業で、どのような活動をしているのか。
また、スクールガードはボランティア活動であるが、現在
の本市の登録状況および活動に際して装備する防犯
ベスト、腕章等の供与・貸与状況について尋ねる。
また、事故・災害等に遭遇した場合の補償はあるのか。

古閑森　秀幸 議員

小・中学校における
コロナ対策について

スクールガード・リーダー
およびスクールガードについて

　都内の小学１～６年生を対象にランドセルの重さの調
査を行ったところ、一人当たり平均5.7キロ、最も重いも
ので11キロ超との結果であった。文部科学省からは、
「置き勉」を事実上認める通知が出されており、医師か
らは、体の成長にも悪影響を及ぼす可能性があると指
摘されていることから、家庭では使わない教科書は置い
て帰る「置き勉」の積極的な実施を求める。

朝長　英美 議員
　主な公共施設には自動水栓（自動蛇口）が設置され
ている。しかし、小・中学校の蛇口は約3,500あり、
予算的に設置できないと言う。そのうち収まると思わ
れたコロナは、変異株が出現し感染者が増加する一方
だ。若い人の重症化も報告されている状況から、今後
の感染症防止のため、小・中学校に自動水栓を早急に
設置すべきである。

高濵　広司 議員

重すぎるランドセル問題に
「置き勉」を！

小・中学校の自動水栓を
早急に設置すべき

教育・文化・スポーツ教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

　総合運動公園の整備状況と今後の計画はどのように
なっているのか。また、ボート場内にスケートボード
練習場を設置するとの報道があるが、具体化している
のか。青少年の健全育成等の観点からボート場内では
なく、総合運動公園内への設置を検討し、公園全体の
整備を着実に進めることが大事ではないか。

松尾　祥秀 議員

大村市総合運動公園の
整備計画について
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　文科省の通知は市としても承知しており、
国語や算数などの毎日家庭学習をするよう

な教科書は持ち帰るようにしており、地図帳や副読
本のような普段家庭では使わないようなものは学校
に置いて帰っていいという学校が大半であると認識
している。また、帰宅後の活用を考えた
上で、学校に教科書を置いて帰ること
も可能であると考える。

　平成17・18年の２カ年、学校の安全確保
等を目的とした「地域ぐるみの学校安全体制

整備推進事業」のモデル地域として県教育委員会から
指定されスタートしたが、平成29年度末に事業廃止
の通知がなされ、現在、児童生徒の見守りボランティ
アとして小学校８校、中学校１校において合計54名
の方に活動いただいている。装備品等が必要な場合に
は、各学校の配当予算で対応することとしており、災
害補償については、現在、ボランティ
ア保険を活用している学校もあること
から、他の学校においても活用できな
いか研究していきたい。

 現在進めている学校施設長寿命化計画に
基づき、学校施設の改築・改修などを行う

際には、トイレ等の手洗い場の自動水栓の設置を
進めていきたいと考えている。しかしながら、同
計画において、改築・改修までに相当年数がかか
る学校もあり、可能な範囲で設置を進めたいと考
えているが、現段階では、文部科学省
が示す「学校における新型コロナウイ
ルス感染症に関する衛生管理マニュア
ル」により消毒等の対策を徹底したい。

　本市においては、本年度前半を使用に慣れる
期間と位置付け、現在は学校で操作や活用の

仕方に慣れているところである。楽しく分かりやすいとい
う児童・生徒の声も届いており、今後のさらなる活用を楽
しみにしているようである。また、学級閉鎖や臨時休業と
なった場合でも自宅で活用できるよう、９月から持ち帰り
学習の練習とＷｉ－Ｆｉ環境の確認・準備を進める。教職員
がより効果的な活用方法を習得し、いかに分かりやすく
授業を展開するかが課題であり、各学校
のＧＩＧＡスクールリーダーを中心に試行
錯誤しながらも子どもたちの思考、判断、
表現力を高めるため、実践を重ねている。

　冒険広場の整備に当たり、子育て世代20～
30代の方を中心にアンケート調査を行い、そ

の結果を反映させている。面積は約１ヘクタールで、乳
幼児から小学生までの子どもたちを対象とした、滑り台
やブランコ等の遊具12基、山に見立てた築山やクロー
バーを植栽した広場、子ども用トイレ等を設置する計画
で整備を行っている。また、ソフトボール
場４面については、できるだけ早期に整
備するよう考えており、駐車場やトイレ等
については、仮設のものを整備すること
により対応したい。

　公園の整備状況については、平成28年４月
にソフトボール場２面とグラウンドゴルフ場、令

和２年４月にテニスコート６面を供用開始しており、来年春
には冒険広場の供用開始を目指している。公園内へのス
ケートボード場の整備は考えていないが、公園全体の整
備方針については、今後見直しを行っていく。一方、ボー
ト場内へのスケートボード練習場の設置については、既に
設置しているエクストリーム広場が市民へ定着しており、
今後、ボートレース中央団体が進める
「ボートレースパーク化事業」の助成を活用
し、県内一充実した施設の設置を目指し、
今年度から２年間で再整備を行う。

　新しい時代の教育に不可欠な環境として、多くの期
待とともに始動したＧＩＧＡスクール構想であるが、
ＩＣＴ機器を活用した学習活動の一層の充実が期待さ
れている。実際にはどのように活用されているのか。
現場の先生方はどのような成果・課題を感じられてい
るのか。

野島　進吾 議員

ＧＩＧＡスクール構想の
進捗状況

都市整備

都市整備 都市整備

　シニアカーの購入助成については、一部
補助があっても本人の負担金額が大きいこ

とや、公共交通機関がない周辺地域ではシニアカー
の安全な運転に適さない場合が多いことから、現在
のところ考えていない。また、現在、高齢者を含む地
域住民の交通手段の確保のため、本年４月から新
ルートを含め、７地区（松原、福重、鈴田、三浦、野岳、
萱瀬、南川内）で乗合タクシーを運行
している。まずは、今の事業を確実に
進め、その状況を注視しながら随時改
善を図っていきたい。

　運転免許証を返納された方や単身高齢者、乗合タク
シーの実証運行を行っていない公共交通空白地域、市
地域公共交通再編実施計画の恩恵を受けていない交通
弱者の方々へのタクシー料金の補助や割引制度、シニ
アカー購入に対する助成など、一定のルールを設けた
上で助成する取り組みが実験的にできないものか。

堀内　学 議員

交通行政について

総合運動公園について

　総合運動公園整備事業で工事が進行中の冒険広場は、
子育て世代や市民の声がしっかり反映されているか。
どのようなイメージの広場になるのか。また、令和５
年に全国高等学校ソフトボール選抜大会が当地で予定
されており、ソフトボール場４面と不足する駐車場の
確保など周辺整備の要望があるが、どのように計画し
ているか。

伊川　京子 議員

　国は、教職員や子どもの感染をいち早く見
つけることを狙いとして、抗原検査の簡易キッ

トを９月上旬から全国の幼稚園、小・中学校に配る方針
である。キットによる検査は、原則として教職員が対象
で、場合によって小学４年生以上の児童生徒も含めるこ
ととしており、出勤あるいは登校した後に体調不良とな
り、すぐに病院にかかれなかったり、保健
所の対応が逼迫していたりする場合に、
教育委員会で保管しているキットを学校
に届け、学校で簡易的に検査を行う。

ひっぱく

注２

注３
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　ボートからの一般会計への繰り入れは、基金として
積み立て、条例に従って運用されている。一般会計当
初予算では、このボート基金を今年度25億円、前年度
15億円、前々年度11億円取り崩して編成しており、
ボート依存の財政運営と言えるのではないか。将来に
わたる安定した財政運営には依存体質に陥らないよう
努める必要があるが、市の考えを問う。

伊川　京子 議員

モーターボート競走事業
からの繰り入れと財政運営

行財政・一般

　新庁舎建設候補地を示してアンケート調査を実施して
いるが、どのような意見が寄せられているのか。また、「大
村市新庁舎建設候補地検討へ初会合」の報道があるが、こ
れまでの進捗状況と今後のスケジュールについて尋ねる。

松尾　祥秀 議員

新庁舎建設計画の
進捗状況について

行財政・一般

答答 答

答

答

　選挙の際の投票は、投票日当日、指定の投票
所で行うのが原則であり、郵便投票やその他の
不在者投票は特別に認められた制度である。

投票所で投票する場合でも、ご高齢でタクシーを利用さ
れるなど、交通手段により経費がかかる方もおられ、全て
の選挙人の負担を公平に取り扱うことは困難である。現
状では、法で定められた方法、負担で運用するしかない
が、議員がおっしゃる趣旨も十分理解す
るため、現在、公職選挙法の改正要望に
ついて、長崎県各市町選挙管理委員会連
合会を通じて、国へ要望を行っている。

　本年２月に実施したアンケート調査につい
ては、建設候補地に関して、８地区全てにお

いて約８割の方が７カ所の候補地を支持する結果で
あった。今回、新たに設置した学識経験者や市民団体
の代表者などで構成される「建設候補地検討委員会」
などで協議を重ね、来年度、市民説明会や市民アン
ケート調査などを実施し、市民の皆さまのご意見を踏
まえ、来年９月までには１カ所の建設計画地を決定す
る予定である。建設計画地決定後のスケジュールにつ
いては、建設計画地や建設規模などに
より工程が変更となる可能性があるが、
令和７年度着工、令和９年度供用開始
を目指し、整備を進めていく。

　近年は、大型建設事業が集中し、その事業
費や公債費が多額になるため、財政調整基金

とのバランスを取りながらモーターボート競走事業収
益基金を活用している。また、今後、整備を計画して
いる公共施設の中で、特に市庁舎や学校建て替えに係
る市債については、そのほとんどが国の交付税措置が
ない資金手当となっていることから、全額を借り入れ
るのではなく、同基金を活用することで
市債発行を抑制し、将来の公債費の増加
を抑え、持続可能な財政運営を図ってい
きたい。

　民間業者に委託し全世帯配布を行った場合、
町内会加入率の低下や地域コミュニティーの
希薄化を招くことが危惧されるとともに、相

当な経費も発生する。また、市内業者に確認したとこ
ろ、約１週間以内に広報紙を全世帯へ配布することは
難しいとの回答であった。このようなことから、現段
階では現在の配布方法を継続しつつ、スーパーなど市
民が立ち寄る場所に広報紙の配置をお
願いするなど、手に取っていただける
機会を増やすよう努めていきたい。

　８月９日の平和祈念集会に備え、非核平和宣
言モニュメント周辺の除草と剪定の指示をした。
今回の誤伐採の要因は、説明看板が樹木の後

ろにあり、被爆樹木の特定ができなかったことが原因で
あると考えており、今後は囲い柵の設置や周知看板を分
かりやすくするなどの改善を行う。現在、森園公園では、
市民団体による原爆犠牲者を追悼する集会が開催され
ており、市では、市民が黙とうを捧げる際のサイレンの
吹鳴やミライon図書館等での原爆展の開
催などの平和祈念の取り組みを行ってい
ることから、市主催による森園公園での
平和祈念集会については考えていない。

市政一般質問

　市政だより・議会だよりを市内の全家庭に配布する
問題は、永年にわたる市の大きな行政課題であり、現
況は町内会未加入世帯には全く配布されていない。市
は市民税を納入されている全家庭に配布する義務と責
任がある。全国の自治体ではポスティング等をして全
戸配布を実施している。県内で実施例がないとの答弁
はおごりだ。

山北　正久 議員

市政だより・議会だよりの
全戸配布を求める

行財政・一般

　森園公園に植樹されていた被爆２世のクスノキとア
オギリは看板があったにもかかわらず、なぜ伐採した
のか。作業の指示はしなかったのか。大村市と園田市
長のこれまでの平和の取り組みの不十分さが表れた問
題だと思うが、根本的な問題は何と考えているか。市
として、８月９日に森園公園で平和祈念集会を開催で
きないか。

吉田　博 議員

被爆２世クスノキと
アオギリの伐採について

行財政・一般

　身体に重度の障がいがある方の投票制度に「郵便投
票」がある。現在、選挙人名簿登録者数７万8,723名
中15名の郵便投票登録者がいらっしゃるが、その方々
は投票用紙を請求する際に費用が発生しており、公平
性に欠けると考える。「障がい者が暮らしやすいまち
づくり」を政策に掲げる自治体としては支援すべきと
考えるが、市の見解を尋ねる。

城　幸太郎 議員

郵便投票利用者の支援
について

行財政・一般
○竹森　学
医療的ケア児支援／ゲーム障害予防の対策／黒木小学
校通学路への横断歩道設置／他

○中崎　秀紀
ＧＩＧＡスクール構想・臨時休業時の家庭での活用・12
歳～16歳未満の新型コロナワクチン接種・学習支援アプ
リ活用・学校以外での活用要望／フリースクールへの学
費補助要望・インクルーシブ教育／他

○城　幸太郎
鉛製給水管の残件数／第５次総合計画前期の農業産出
額、耕作放棄地率、農地バンクの現状、後期施策から
「地産地消の推進」の消滅／他

○光山　千絵
コロナ対策の外出自粛による健康二次被害予防啓発、
活動再開支援と感染状況公表、ワクチンパスポートの問
題点と差別防止条例の制定／三城保育所移設による待
機児童への影響、移設計画再考の必要性／他

○田中　博文
動物愛護管理条例の必要性／殺処分率の低減化／不
妊・去勢手術費助成事業の予算増額の要望／ワンにゃん
募金箱の今後の設置予定／森園公園一角にホゴマルラ
ンドの設置／他

○堀内　学
市内路線バスと乗合タクシーの利用実績、免許返納を促
す取り組み、シニアカー購入に対する助成／有害鳥獣に
よる被害、捕獲従事者への助成／登山道トイレの整備と
維持管理／他

○小林　史政
第２期おおむら子ども・子育て支援プランと市立三城保
育所の今後／大村市における認知症高齢者支援の取り
組み／小・中学校におけるコロナ対策／緊急経済対策の
要望書／他

○古閑森　秀幸
スクールガード・リーダーおよびスクールガードの活動／
環境センターの火災事故／他

○晦日　房和
市営片町・上小路第二・岩舟住宅の今後／三城保育所の
移転、保護者説明会、園児および職員の安全性の確保／
子ども食堂、本市の現状および支援／12～15歳のワクチ
ン接種、変異株の標記／他

○伊川　京子
三城保育所の移転／他

○松尾　祥秀
市立三城保育所の移転計画／大村市総合運動公園の整
備計画／新庁舎建設計画の進捗状況／他

○永山　真美
三城保育所の移転問題／市立保育所の存続／複合的な
課題に対応できる総合相談窓口の設置／他

○山北　正久
第３水陸機動連隊の誘致／消防団員の処遇改善と団員
の確保策／市政だよりの全戸配布は市の義務／障がい
者の「親なき後」の対策／市民110番室の相談業務／国
産木材の推進への「改正木材利用促進法」／他

○水上　享
新庁舎建設候補地／新庁舎建設スケジュール／竹松遺跡
出土品の保存／市立三城保育所の移転計画／計画に至
る経緯／移転予定地／建設予定の園舎／保育の質／他

○朝長　英美
町内会加入率と加入によるプラス・マイナス面、行政委員
と町内会長の違い、未加入者へのアンケート調査、町内
会費の問題／小・中学校内に通る赤道問題と小学校低
学年の教科書の重さの問題、水泳の授業、災害避難問
題／他

○高濵　広司
開庁時間の変更の経緯／時間外勤務の管理／残業時の
摂食／他

○野島　進吾
環境センター火災事故復旧の進捗／新型コロナ感染急
増による緊急経済対策への対応／新型コロナ感染急増
による小中学生の現状／ＧＩＧＡスクール構想の成果と
課題／他

○吉田　博
産業支援センターの在り方／他



各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。
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　ボートからの一般会計への繰り入れは、基金として
積み立て、条例に従って運用されている。一般会計当
初予算では、このボート基金を今年度25億円、前年度
15億円、前々年度11億円取り崩して編成しており、
ボート依存の財政運営と言えるのではないか。将来に
わたる安定した財政運営には依存体質に陥らないよう
努める必要があるが、市の考えを問う。

伊川　京子 議員

モーターボート競走事業
からの繰り入れと財政運営

行財政・一般

　新庁舎建設候補地を示してアンケート調査を実施して
いるが、どのような意見が寄せられているのか。また、「大
村市新庁舎建設候補地検討へ初会合」の報道があるが、こ
れまでの進捗状況と今後のスケジュールについて尋ねる。

松尾　祥秀 議員

新庁舎建設計画の
進捗状況について

行財政・一般

答答 答

答

答

　選挙の際の投票は、投票日当日、指定の投票
所で行うのが原則であり、郵便投票やその他の
不在者投票は特別に認められた制度である。

投票所で投票する場合でも、ご高齢でタクシーを利用さ
れるなど、交通手段により経費がかかる方もおられ、全て
の選挙人の負担を公平に取り扱うことは困難である。現
状では、法で定められた方法、負担で運用するしかない
が、議員がおっしゃる趣旨も十分理解す
るため、現在、公職選挙法の改正要望に
ついて、長崎県各市町選挙管理委員会連
合会を通じて、国へ要望を行っている。

　本年２月に実施したアンケート調査につい
ては、建設候補地に関して、８地区全てにお

いて約８割の方が７カ所の候補地を支持する結果で
あった。今回、新たに設置した学識経験者や市民団体
の代表者などで構成される「建設候補地検討委員会」
などで協議を重ね、来年度、市民説明会や市民アン
ケート調査などを実施し、市民の皆さまのご意見を踏
まえ、来年９月までには１カ所の建設計画地を決定す
る予定である。建設計画地決定後のスケジュールにつ
いては、建設計画地や建設規模などに
より工程が変更となる可能性があるが、
令和７年度着工、令和９年度供用開始
を目指し、整備を進めていく。

　近年は、大型建設事業が集中し、その事業
費や公債費が多額になるため、財政調整基金

とのバランスを取りながらモーターボート競走事業収
益基金を活用している。また、今後、整備を計画して
いる公共施設の中で、特に市庁舎や学校建て替えに係
る市債については、そのほとんどが国の交付税措置が
ない資金手当となっていることから、全額を借り入れ
るのではなく、同基金を活用することで
市債発行を抑制し、将来の公債費の増加
を抑え、持続可能な財政運営を図ってい
きたい。

　民間業者に委託し全世帯配布を行った場合、
町内会加入率の低下や地域コミュニティーの
希薄化を招くことが危惧されるとともに、相

当な経費も発生する。また、市内業者に確認したとこ
ろ、約１週間以内に広報紙を全世帯へ配布することは
難しいとの回答であった。このようなことから、現段
階では現在の配布方法を継続しつつ、スーパーなど市
民が立ち寄る場所に広報紙の配置をお
願いするなど、手に取っていただける
機会を増やすよう努めていきたい。

　８月９日の平和祈念集会に備え、非核平和宣
言モニュメント周辺の除草と剪定の指示をした。
今回の誤伐採の要因は、説明看板が樹木の後

ろにあり、被爆樹木の特定ができなかったことが原因で
あると考えており、今後は囲い柵の設置や周知看板を分
かりやすくするなどの改善を行う。現在、森園公園では、
市民団体による原爆犠牲者を追悼する集会が開催され
ており、市では、市民が黙とうを捧げる際のサイレンの
吹鳴やミライon図書館等での原爆展の開
催などの平和祈念の取り組みを行ってい
ることから、市主催による森園公園での
平和祈念集会については考えていない。

市政一般質問

　市政だより・議会だよりを市内の全家庭に配布する
問題は、永年にわたる市の大きな行政課題であり、現
況は町内会未加入世帯には全く配布されていない。市
は市民税を納入されている全家庭に配布する義務と責
任がある。全国の自治体ではポスティング等をして全
戸配布を実施している。県内で実施例がないとの答弁
はおごりだ。

山北　正久 議員

市政だより・議会だよりの
全戸配布を求める

行財政・一般

　森園公園に植樹されていた被爆２世のクスノキとア
オギリは看板があったにもかかわらず、なぜ伐採した
のか。作業の指示はしなかったのか。大村市と園田市
長のこれまでの平和の取り組みの不十分さが表れた問
題だと思うが、根本的な問題は何と考えているか。市
として、８月９日に森園公園で平和祈念集会を開催で
きないか。

吉田　博 議員

被爆２世クスノキと
アオギリの伐採について

行財政・一般

　身体に重度の障がいがある方の投票制度に「郵便投
票」がある。現在、選挙人名簿登録者数７万8,723名
中15名の郵便投票登録者がいらっしゃるが、その方々
は投票用紙を請求する際に費用が発生しており、公平
性に欠けると考える。「障がい者が暮らしやすいまち
づくり」を政策に掲げる自治体としては支援すべきと
考えるが、市の見解を尋ねる。

城　幸太郎 議員

郵便投票利用者の支援
について

行財政・一般
○竹森　学
医療的ケア児支援／ゲーム障害予防の対策／黒木小学
校通学路への横断歩道設置／他

○中崎　秀紀
ＧＩＧＡスクール構想・臨時休業時の家庭での活用・12
歳～16歳未満の新型コロナワクチン接種・学習支援アプ
リ活用・学校以外での活用要望／フリースクールへの学
費補助要望・インクルーシブ教育／他

○城　幸太郎
鉛製給水管の残件数／第５次総合計画前期の農業産出
額、耕作放棄地率、農地バンクの現状、後期施策から
「地産地消の推進」の消滅／他

○光山　千絵
コロナ対策の外出自粛による健康二次被害予防啓発、
活動再開支援と感染状況公表、ワクチンパスポートの問
題点と差別防止条例の制定／三城保育所移設による待
機児童への影響、移設計画再考の必要性／他

○田中　博文
動物愛護管理条例の必要性／殺処分率の低減化／不
妊・去勢手術費助成事業の予算増額の要望／ワンにゃん
募金箱の今後の設置予定／森園公園一角にホゴマルラ
ンドの設置／他

○堀内　学
市内路線バスと乗合タクシーの利用実績、免許返納を促
す取り組み、シニアカー購入に対する助成／有害鳥獣に
よる被害、捕獲従事者への助成／登山道トイレの整備と
維持管理／他

○小林　史政
第２期おおむら子ども・子育て支援プランと市立三城保
育所の今後／大村市における認知症高齢者支援の取り
組み／小・中学校におけるコロナ対策／緊急経済対策の
要望書／他

○古閑森　秀幸
スクールガード・リーダーおよびスクールガードの活動／
環境センターの火災事故／他

○晦日　房和
市営片町・上小路第二・岩舟住宅の今後／三城保育所の
移転、保護者説明会、園児および職員の安全性の確保／
子ども食堂、本市の現状および支援／12～15歳のワクチ
ン接種、変異株の標記／他

○伊川　京子
三城保育所の移転／他

○松尾　祥秀
市立三城保育所の移転計画／大村市総合運動公園の整
備計画／新庁舎建設計画の進捗状況／他

○永山　真美
三城保育所の移転問題／市立保育所の存続／複合的な
課題に対応できる総合相談窓口の設置／他

○山北　正久
第３水陸機動連隊の誘致／消防団員の処遇改善と団員
の確保策／市政だよりの全戸配布は市の義務／障がい
者の「親なき後」の対策／市民110番室の相談業務／国
産木材の推進への「改正木材利用促進法」／他

○水上　享
新庁舎建設候補地／新庁舎建設スケジュール／竹松遺跡
出土品の保存／市立三城保育所の移転計画／計画に至
る経緯／移転予定地／建設予定の園舎／保育の質／他

○朝長　英美
町内会加入率と加入によるプラス・マイナス面、行政委員
と町内会長の違い、未加入者へのアンケート調査、町内
会費の問題／小・中学校内に通る赤道問題と小学校低
学年の教科書の重さの問題、水泳の授業、災害避難問
題／他

○高濵　広司
開庁時間の変更の経緯／時間外勤務の管理／残業時の
摂食／他

○野島　進吾
環境センター火災事故復旧の進捗／新型コロナ感染急
増による緊急経済対策への対応／新型コロナ感染急増
による小中学生の現状／ＧＩＧＡスクール構想の成果と
課題／他

○吉田　博
産業支援センターの在り方／他
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● 市政一般質問　18名の議員が登壇し、三城保育所移転などについて議論
● ９月定例会において、３つの特別委員会を設置
● 市政一般質問　18名の議員が登壇し、三城保育所移転などについて議論
● ９月定例会において、３つの特別委員会を設置
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広報委員会
●委員長 永山 真美　●副委員長 堀内 学
●委　員 光山 千絵　田中 博文　水上 享　朝長 英美　小林 史政
　　　　古閑森 秀幸　山口 弘宣

　９月定例会は9月2日から9月21日までの20日間に
わたり開催されました。一般会計補正予算案では2事
業に係る修正動議が提出され、採決の結果、原案一部
修正可決となりました。また３つの特別委員会が設置

され閉会中の継続調査となりました。審議では議論が
分かれる場面も多々ありましたが、市民の皆さまには
その内容を本紙やさまざまな媒体を通して知っていた
だき、率直なご意見をお聞かせいただければと思いま
す。市民の心に寄り添い開かれた議会を目指して、今後
も努力してまいります。

（光山　千絵）

市議会だより編集後記
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※定例会の予定（日時等）は変更となる場合があります。 ※11月25日（木）の議会運営委員会で決定します。

６日（月）～８日（水）
10時

本会議（市政一般質問）

令和３年12月定例会の予定

９日（木）・10日（金）
10時

委員会（議案審査）

13日（月）
13時

委員会（議案審査）

16日（木）
10時

本会議（議案審議）

２日（木）・３日（金）
10時

本会議（市政一般質問）
30日（火）
10時

本会議（議案審議）
委員会（議案審査）
本会議（議案審議）

11月 12月

3月

9月
6月12月

今回の定例会は

月号
2021

●賛否が分かれた議案
●大村市議会ＮＥＷＳ
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　本市議会では、市政に関する重要な政策および
課題等について、議員の共通認識を深め、議会の資
質向上を図るため、定期的に議員全員参加による
「市政研究会」を開催しています。
　７月21日には、ぴーすきゃっと長崎、大村純忠ま
ちねこ隊の方々を招き「野良猫対策について」また、
市の新型コロナウイルス感染症対策室から「新型コ
ロナウイルス感染症関連について」説明を受け、理
解を深めました。
　８月23日には、市の財政課から「地方自治体にお

ける財政および大村市の財政状況について」説明を
受け理解を深めました。

市政研究会を開催しました

この広報紙は

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

可読性の良い書体
を使用しています。

表紙の写真は、8月3日に市議会議場において開催された子ども議会の模様です。市内の小学生10人、中学生6人の計16人が子ども議員として登壇し、
市長をはじめ市の幹部に対し、身近な問題からまちづくりに至るまで、幅広い分野について質問や提案を行いました。
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８月23日の市政研究会の様子


